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自 然 と い う こ と





昨 日私は所用 があって,昼 食時 のひ と時 を都 ホテル で過 した.ほ んのひ と時 であったが,
長 ら く待望 され ていた雨 も降 り,東山の緑は ひときわ美 くし く,目もさめるばか りで あった.
つ い先 日5週 間ばか りの欧米 の旅 を終 えて帰 ったば か りの私 には,その印象は格別であった.
柔かい山々の曲線,南禅寺 の森 か ら比叡山 まで幾重に も近 く,また遠 く重 な りあった山容,
緑 とい って も濃淡 いう とりどりの組 みあわ せ,ど の木 を見 て も思 うが ままに伸 びなが ら,し
か も全 体 としての美 をつ くってい るおお らかさ一 いかに もこれ は 日本 の美 であ り,わ け ても
京都の美で,こ こにはま さに京都 の 自然 がある.同 じく自然 の美 といって もい ろい ろで,た
とえば京都 の山 とスイスの山 とでは違 うので ある.
○
一体 自然 とは何 であろ うか .か つて私はわかった ような気 が した こともあるが,ま た この
頃では考え るほ どにわか らな くなった.ど うも自然 な どといって も,ちよっ と考 える よりも,
実ははるか にむずか しい こ との ようで ある.今 度 もある 日曜 日の朝 パ リーのル クサ ソブール
公園を訪ね て,し み じみその感 を深 くした.よ く手入 れが してあって,ど の木 もみ なす くす
くと伸びている.木 の性質 に よってある木 は高 く,あ る木 は低 くしてあ り,ま たある木 には
防腐薬が施 され た り,ま た大 きな枝 が きりとられた りしてい る.そ れ は決 してあるが ままに
手 を加えずに伸ば されているのではな く,そ れぞれの性 質に従 って最 も無理 な く生長 し,繁
茂 し得 るように世話 され てい るのであ る.あ るが ままに放置 されたのでは虫に喰われた り,
下枝が多す ぎた りして,逞 しい成長 はで きないのであるが,そ うい う邪魔を人間がその経験
か ら知 って,手 を加 えて いるわけで ある.
それでは 自然 を殺 しているか といえば,決 してそ うではな く,自 然 を殺 す どころか,あ る
意味 では最 も自然 を生か しているわ けである.つ まり放置 の状態 では,外 部 か らの障害 や,
力の分散 な どで十分成長 の出来 ない ところを,人 間の経 験か らこれ らを取 り除 いて,本 来木
自身 が持 っているポテンシアル を最 も無理 な く生 か しているか らである.こ んな ことを事新
し く書 くのは間 がぬ けておるか も知 れないが,私 には まことに面白 く,あ らためて色々 と考
え させ られ たので ある.
全 く外か ら手 を加 えないの もある意味 で 自然 であろ うが,そ うい う自然 だけでは,そ れが
持 つ本来の ポテンシアル とい うか,その潜在的な可能性 とい うか,とにか くそ うい うものを完
全 には伸ば し得 ない.聞 くところでは,と か く素人 は原始林 な どといえば,天 を摩 す るよう
な大樹 のみが うつ蒼 としている ように思、うが,実 際 はむ しろそ うではな く,普 通 にはむ しろ
あ まり大 き・な木 はな く,そ れ は風 とか害虫 な どのために木が あるところ まで伸 び ると,自 然
に枯れ るた めだ との ことである.も とより原始林 のなかで も天 を摩 す るような大樹 もないで
はないが,そ れは特 に素質 に恵れ た例外的 の存在 であ る.
こう して考 える と,自 然 といって も,全 く手 を加えない ままの一次的の 自然 と,外 か ら手
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を加 えなが らもその本質的 な ものを生か してい る二次的な 自然 とが あるわけで ある.こ れ を
生物 の素質 と環境 とい う風 に抽 象化 して しまえばそれ までの こ とで,あ ま りにも平凡 な こと
であろ うが,し か し,少 くとも私 自身には今 で もそれほ ど自明の こ とではな く,多 くの疑 問
があ るのであ る.
○
そんな ことを思 いなが ら木 々を眺 めてい るうちに,私 はいつの間 にか人間 の ことや 自分 自
身の ことを考 えずにはおれなか った.て い てい と伸 びる木 が 自らを知 らぬ ように,人 間 と
て もある意味 では同 じではあ るまいか.い かな る人間 も自らの素質を知 りつ くしているな ど
とい う老 はないのだが,そ うい う素 質 とか環境 とか,教 育 とかのおか げで今 日の存在 があ る
ので ある.平 素は忙 しくて,こ んな ことを しみ じみ と考 え ることもな く,ま たそんな こと
はあま りにも自明の ことだ とも思われ るか も知れ ないが,私 自身には決 して自明 の ことでは
な く,自 らの今 日の存在 その ものが不思議 なのであ る.た しかに私 は一 人の人間で あ り,人
間 としての存在 を許 されているが,一 体私 自身 の私 とは何 であろ うか.健 康状態 にお いて 自
律性諸機 能を 自覚 し得 ない ことは暫 く措 くとして も,広 義 の意識 その もの も大部分は 自覚 し
得ない こ とを思 う と,い よい よ以て私 自身 も,私 に とって不思議 な存在 であ る.
た しかに人間は複雑 な存 在で ある.「 自然 にかえれ」 とルッ ソーが叫んだ としても,も と
よりそれは動物にかえれ とか,原 始人 にかえれ とい う意味 ではな く,教 養あ る人間 と して 自
然 にか えれ,と い うこ とで あろ う.し か し,そ の 自然 とは何 であ るか.そ れは今 日に おい て
もむずか しい問題で あ り,あ る意味では文化全体 の問題で あろ う.も とより人間は動物 とし
ての自律的,原 始的な一面を持 ち,し か もこうい う一面 を持 ちなが ら,こ れ らの働 ぎを昇華
して霊的 な他面 を具 え,か くて人間社会をつ くって今 日に至 った.直 立 猿人か ら数 えても僅
か50万年 で,10数億年 の生物史 か ら見れば まるで一瞬 の存在に過 ぎない.し か し,一惑星上 の
ひ と時 の旅人 に過 ぎない この人間には不可思議霊妙な思考能力が与 えられた.人 間は無数の
生物 中で,深 い思考力を与え られた唯一 の存在 で ある,かくて人間 は,一面本 能 と霊性 との間
には さまれてい ろいろ苦難 と煩悶 との間を さまようが,し か し,考 えように よっては,そ こ
に こそ人間生活の楽 しみ も面白 さもある.せ めてあ まりに もこざか しい,神 経質な存 在には
な りた くない もので ある.む ずか しいが,や は りで きるだけ 自然に生 きたい.人 間におけ る
自然,も とよ りこんな難問題に対 して,こ こで明快 な解答を与え るな どとい うことはで きな
いが,生 きてい る以上,こ れは単 に哲学者 に まか しておいて よい問題 ではな く,わ れわれす
べ てに とっての問題で ある.せ めて今 日一 日が 自分 に とって よい一 日で あるのみな らず,他
の人 々に とって もよい一 日であ るように生 きたい.有 限の人生 では あるが,現 在共に呼吸 し
てい るもの,そ して また後 につづ く人間 が少 しで もよりよ くなれ るような生 き方を したい も
のであ る.い かな る聖 賢 も分 か りきって死ぬ とか,完 全 さを身 につ けて死 んでい くのでなは
く,有 限 の与 えられた生命 のは てにおい て生を終 るので ある,問 題は無限に残 され たままの
ようであるが,あ とには信頼すべ き人類の世界が ある.
○
人間 の生 ぎ方にはい ろい ろあ るが,先 人の生 き方 を知 ることもその よきよすがの一つで あ
る.本 年の京大70周 年 の記念式典で,古 典 の 田中秀央先生 にお会 い して,た また ま 歴史
Historyの語 原について聞 く機会 を得 た.こ れはギ リシャ語のHistoriaからラテン語 をへ
て,英 語 になったのだ との ことだが,本 来 は研究 とか,研 究 して学 び取 る,と かい う意味だ
そ うである.と か く,歴 史な ど とい うと過去 の記 録の ように思 うが,歴 史は本来 ただ過去 の
ことを知 る とい うこ とに重 点が あるのではな く,む しろ今 日をいかに生 きるか とい う ことの
ために過去 を研究 し,人 間 の生活を学び とることに よ り大 きな意義が あるのであ る.英 国の
名医JohnH・Huxhan(1694～1768)はその名著 「熱 に関 して」 なる著書 の序文 に,医 師が
医学 の歴史 を読む必要 を述べ て,「 古書を読 まねば良医た るこ とが 出来 ない とい うのではな
く,こ れ を読む ことに よってよ りよき医師 とな ることが出来 るといいたい.… … これ は医術
のみな らず,他 の芸術 におい ても同 じで……古人か らわれ らが学ぶ もの は,彼 等 の絶大 な る
努力 と不断 の勤勉 とで ある」 とい ってお る.
ま ことにその通 りで あろ う.『限 りある人生 におい て限 りない夢 を持つ とい うことは,あ る
いは人生 の悲 劇だ とい う人 があ るか も知れ ないが,私 はそ うは思わ ない.む しろ私は,そ こ
に こそあ る意味 で人間 の 自然が あ り,そ こに人闘活動 の根源が ある ように さえ思 う.し か し
田中秀央先生 が よく引用 され る ように,Festinalenteゆっ くり急げ,で ある.
